
  

 

 

 

 

中高生が、「ふらっと寄れる」、一人で来ても「やりたいことができる」居場所として中高生タイム

を実施しています。 

また、団体活動などでも中高生が主体的に活動できるよう、音楽スタジオ・ダンススタジオの貸し

出しを行い、支援を行っています。 

 

 

・太鼓をたたこう(毎週１回)/ハイスクール☆ダンス(月１回) 

 講師指導のもと、ダンススタジオにて和太鼓やダンスの練習に励んでいます。 

 もともと小学生のプログラムでしたが、中高生になっても続けたいという中高生の声から事業 

が始まりました。１年間同じメンバーで地域のお祭りや施設の発表などに向けて練習に励み、 

小学生にとっても目標となる存在です。 

 

・しゃべくり TeeeeN(月に２回 19:00～20:00) 

ラウンジにて中高生のニーズを聞ける機会としてやってみたいゲームや最近学校で流行って 

いることを共有し、中高生の交流の機会となっています。中高生から上がったニーズは、次回 

のしゃべくり TeeeeN の際に実施することもあります。 

 

・個人プログラム(週に２回 18:００～19:00※第 2 火曜、第 4 金曜は 19:50 まで) 

 当日集まったメンバーで、やりたいスポーツを決め、体育館での遊びを楽しんでいます。 

 １人で来ても、気軽に参加できるプログラムです。 

 

・ソロ☆プロジェクト(月に 1 回、18:00～19:50) 

音楽スタジオ・ダンススタジオの団体利用のほかに、音楽スタジオでの個人練習や楽器体験 

などを行っています。初めて楽器を触ったり、個人での練習に励んだり、一人ひとりのペース 

にあった練習を行うことが出来ます。 

 

事業の実施方法 

日本保育サービスによる委託事業 

 

職員体制 

それぞれの事業に１名職員を確保しています。どの事業にも担当者(常勤)を必ず１名以上つけ、事

業の日程調整や中高生のサポートを行っています。 

 

取組の背景・目的 

港区 神明子ども中高生プラザ 

 

 

中高生の居場所づくり 

取組の概要 



  

 

 

 

  

 

 

どの事業にも、１人で来ても参加のできる内容を取り入れ、中高生の居場所となるように工夫し

ています。特に、「個人プログラム」や、「しゃべくり TeeeeN」では、当日集まったメンバーで

遊びを決めるため、初めて来館しても楽しめよう、職員がサポートしています。 

また、「太鼓を叩こう」や「ハイスクール☆ダンス」では、小学生の頃からのプログラムを継続す

ることで、中高生との繋がりを持ち続けることができ、小学生の良いお手本になっていると感じ

ています。 

 

 

太鼓を叩こう・ハイスクール☆ダンスでは、地域のお祭りなどに積極的に参加をしいます。 

   

 

また、個人プログラムでは、他校・異学年の中高生がドッジボールや、バスケットなどをして交

流を深めています。他にも、バドミントンやサッカーなども人気があります。 

   

 

 

 

 

中高生の利用そのものが少ない現状があるため、近隣の中学校・高校との交流や事業の周知が課

題として挙げられます。参加者数の少ない事業については中高生の参加しやすい日程や曜日など

を把握し、来年度のスケジュールに反映させていく必要を感じています。 

また、中高生の「クッキング」を行う予定もあるため、自ら作り、食べるという過程を通して中

高生同士の交流さらに深めていきます。来年度に向けては、地域の栄養士やボランティアなどを

招き、自らの食について考える機会を持っていきたいと考えています。 

 

 

工夫点・留意点 

取組の効果 

課題・今後の展開 






